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研究成果の概要： 
 研究者は、教育・看護実践に禁煙支援を導入して浸透させるモデル化を作成することを目的に実施してきた。そのた

め 18～19年度に、異なる施設の看護師に、たばこコントロールプログラムの看護教育を実施した。その結果からは、

臨床の看護師が学んだ知識と技術を、喫煙者（患者、同僚、看護師、家族、友人）に、どのように活用していくのかに

ついての知見が得られた。 

 成果 1として、看護師への教育・実践への導入過程で、３つの局面からなるモデルを明らかにできた。局面１は、「知

識を得る：たばこコントロールプログラムを体験する」。局面２は、「知識と現実を摺り合わせる：受講後３ヵ月経過し

た時点のグループ面談で、喫煙者への禁煙支援の試行体験を語りながら知識と現実を摺り合わせる」。局面３は、「試行

した喫煙者の個別性を考慮した禁煙支援への変化：終了後６ヶ月あるいは９ヶ月経過した時点の面談では、看護師自ら

喫煙者と交流を深めて情報の提供・発信や、喫煙者の個別性を考慮した禁煙支援の実践を語る変容が見られた」。受講

した喫煙看護師の中には自ら行動変容に至る人もいた。 成果 1から、20年度の予定であった Step4.看護師による「禁

煙の必要な患者・対象者へ禁煙支援が実践でき、周囲に影響を与えられる」を達成できた。 

 成果 2 は、研究方法として用いた禁煙支援の看護教育・実践の方法を洗練化できたことである。具体的には「講義１

回目 90分：禁煙への動機付けを促すカウンセリング法、ロールプレイング「４つの禁煙ステージ」。講義２回目 90分：

喫煙と健康への害、社会の動き、グループ対話「禁煙指導における看護師の役割」。そして、2回の講義前後に質問紙

調査を実施するだけでなく、新たに受講後３ヶ月と 6ヶ月（あるいは９ヶ月）の時点で計 2回のグループ面談を実施し、

無記名の感想文の提出を依頼することを加えた点である。 
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１．研究開始当初の背景 
 共同研究者が保健医療学部生向けに開発
した、たばこコントロールプログラムに、新
たに2回のグループ面談を追加してパイロッ
トスタデイを実施した。 
 対象とした看護師らの年齢は20～50代で
質問紙調査から[禁煙指導への意欲]はあり、
禁煙指導への責任を感じ、たばこ対策を健
康問題として重要と考えていた。しかし、
過去に[受けた教育]の実態においては、た
ばこの害と依存性に比べて禁煙指導が低
く、[教育への自信]も低かった。そのため
か、保健医療学生が学校教育の中で、患者
への禁煙指導方法を教授される必要性（6.2
±0.5）を高く求めた。一方で、喫煙する保
健医療従事者への看護師による態度は，受
講前（4.1±1.1）→後（4.8±1.8）、保健医
療従事者は禁煙者として規範となるべきも，
受講前（4.1±0.7）→後（5.4±1.8）で、
共に学部生よりも低く、全館禁煙に関して
も、より寛容な態度であることが分かった．
禁煙教育の知識・方法が不足していること
が明確であった。 
 
２．研究の目的 
 1）禁煙支援プログラムをを実施した前後
の変化を明らかにする。 
 2）受講した看護師がその知識をどのよう
に活用して変化するのかを明らかにする。 
 3）プログラムの浸透に向けて、看護師に
よる禁煙支援の取り組みを明らかにしてプ
ログラム実践のモデル化を試みる。 
 
３．研究の方法 
 1）ポスターで参加を募った病院看護師に
プログラムを実施し，前後で質問紙調査（統
計処理）．プログラム：1 回目 90 分は，喫煙
と健康への害，たばこに関する社会の動きの
講義．禁煙指導における看護師の役割を討論． 
2回目 90分は，禁煙への動機付けを促すカウ
ンセリング法．禁煙ステージの要点とロール
プレイング． 
 2）後日，参加者グループと「プログラム
の影響・浸透」について対話し，その逐語録
を「禁煙に関する看護師の変化」に焦点をあ
てて質的帰納的に分析．倫理的配慮：施設の
倫理審査を経た．質問紙は無記名でプライバ
シーの確保に努めた．  

 
４．研究成果 
 1）たばこコントロールプログラムを試行
した結果、医療施設の看護師にとっても実
践で役立つプログラムとして導入できるこ
とを確認できた．． 
 看護師の変化としては，プログラム終了 3
ヵ月後には＜振り返り＞の中で，周囲の喫煙
する友人・家族・同僚に禁煙アプローチを試
みた体験や，参加者自身の喫煙・禁煙体験に
ついて語った。受講後 6ヶ月（あるいは 9ヶ
月）の時点での看護師らは，院内の喫煙（患）
者とたばこを話題に対話を深め，情報を提供
していた．自ら「なぜ院内に喫煙室が？」「な
ぜ自分は喫煙しているのか？」と問い、禁煙
宣言に取り組む看護師も出てきた。あるいは
病院部署への今後必要なアプローチ案を提
言するなど＜禁煙・禁煙支援実行から将来へ
＞向かっていた 
 2）看護師への教育・実践への導入からモ
デル化に向けては、３つの局面を明らかにで
きた。局面１．プログラム受講の体験から知
識を得る。局面２．禁煙してほしい喫煙者や、
禁煙支援の試行体験について語りながら知
識と現実を摺り合わせる。局面３．プログラ
ム終了後６ヶ月・９ヶ月経過した時点では、
喫煙者の個別性を考慮した禁煙支援のアク
ションが多様となる変化が特徴的であった。 
【考察】先行研究のたばこコントロールプロ
グラムに2回の対話を新たに追加した本研究
方法からは、看護師の教育・実践への導入モ
デルとして役立つことを明らかにできた。ま
た、看護師による喫煙（患）者への看護だけ
でなく，参加した喫煙看護師が自ら禁煙を試
みる機会として役立つことがわかった．実施
に際しては喫煙体験のある看護師の参加を
得ることが重要で、喫煙者にとって理解が深
まるだけでなく、参加した喫煙看護師が自ら
禁煙を試みる機会となる可能性が示唆され
た。保健医療者の喫煙に寛容な態度は先行研
究と類似しており、今後は保健医療者の喫煙
へのアプローチが課題である。 
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